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１．はじめに 

 神奈川県相模原市にある東急建設株式会社技術研究所内(以

下，技術研究所)にグリーンインフラの実証施設を，集中豪雨時

の雨水の貯留・流出抑制，地下浸透促進効果と生物多様性の保全

の複合的効果を検証することを目的に整備した。グリーンインフ

ラ実証施設には，貯留した雨水を活用した貯留水循環型ビオトー

プ(以下，本ビオトープ)を設置した1）。鳥類，昆虫類，植生の調

査を行い，草本の有無が鳥類の利用に影響する可能性を確認して

いる2）。そこで，草本の生育する2021年7月に自動撮影カメラの撮

影箇所の草刈りを行った。草刈り後の鳥類の利用状況のモニタリ

ング調査を実施した。本稿では，草本の有無が鳥類の利用状況に

与える影響について報告する。 

２．貯留水循環型ビオトープの概要 

 本ビオトープは，「雨水を貯める」，「雨水を自然に還す」，「雨水

を使う」，「生き物が育つ」，「生き物が棲む」をコンセプトとし，技

術研究所に 2018 年 3月に設置した。技術研究所は，工業地域内に

あり，周辺には畑地が形成され，1km 圏内に多様な生物の生息・生

育環境となる相模川のある立地となっている。本ビオトープは，

9.5m×12.5m の敷地に延長 9m の水路で構成され，水路の流水は，

駐車場への降雨を地下貯留槽に貯留したものを使用している。 

３．鳥類調査概要 

本ビオトープを利用する鳥類を把握するため，水路の上流部に

自動撮影カメラ HykeCam 製(Sp2)を設置した。図 1，写真 1 および

写真２に自動撮影カメラの撮影箇所を示す。調査は，2018年 7月，

2019 年 2 月，2019 年 7 月，2020 年 2 月，2020 年 7 月,2021 年 2

月，2021年 7月の計 7回実施した。また，評価は確認率=確認され

た日数/自動撮影カメラの稼働日数×100 と定義し行った。また，

2017年～2021年の期間で技術研究所周辺にてラインセンサス調査

を行い，27 種を確認している 2）。 

４．鳥類調査結果 

表 1に調査時期の自動撮影カメラの撮影箇所の水路内の植被率 

を示す。竣工後 1年目の 2018 年 7月の植被率は 0％であった。2019

年 7 月および 2020年 7月は，植物により覆われている状況であっ 

た。2021年 7月は，草刈りによる影響を把握するため，植被率の 
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図 1 貯留水循環型ビオトープの設置状況 
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写真１ 撮影箇所(2019 年 7 月) 

表１ 植被率 

調査時期 植被率(％)

2018年7月 0

2019年2月 0

2019年7月 65

2020年2月 10

2020年7月 75

2021年2月 10

2021年7月 10

写真２ 撮影箇所(202１年 7 月) 
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低い状況であった。 

2018 年 7月～2021 年 7月に自動撮影カメラで撮影された鳥類

は，メジロ，シジュウカラ，スズメ，ヒヨドリ，キジバト，ハシ

ブトガラス，オナガ，イソヒヨドリ，ツグミ，ムクドリ，シロハ

ラ，ハクセキレイ，ジョウビタキ，カワラヒワの計 14 種であっ

た。確認された種の主な水路の利用用途は，水浴びおよび飲用で

あった。これは，整備地の周辺環境が工業地域であり，水辺環境

の少ないことが要因と考えられる。竣工後 1年目の 2018年 7月

にメジロ，シジュウカラ，スズメ，ヒヨドリ，キジバトの 5種は，

自動撮影カメラにて確認率 4割以上を確認した。 

植被率に対する 5 種の確認率の関係を図２～図５に示す。７

月の全長約 14cm の鳥類(メジロ，シジュウカラ，スズメ)3）は，

概ね高い植被率の場合，確認率の低くなる傾向を確認した(図２

参照)。２月の全長約 14cm の鳥類は，確認率の低い傾向を確認し

た(図３参照)。7月の全長約 30cm の鳥類は，高い植被率の場合，

確認率の低くなる傾向を確認した(図４参照)。２月の全長約

30cmの鳥類(ヒヨドリ，キジバト) 3）は，高い確認率を確認でき

た(図５参照)。 

特に全長 30cm 程度の鳥類は，草本の影響を受ける。ヒヨドリ

の 7 月の確認率および植被率の関係は，竣工後 1 年（2018 年）

では植被率 0%，確認率 79.3%，竣工後 2 年(2019 年)では植被率

65%，確認率 6.5%，竣工後 3年(2020 年)では植被率 75%，確認率

9.7％，竣工後 4 年(2021 年)では植被率 10%，確認率 38.7%であ

った。キジバトの 7月の確認率および植被率の関係は，竣工後 1

年（2018 年）では植被率 0%，確認率 69.0%，竣工後 2年(2019年)

では植被率 65%，確認率 9.7%，竣工後 3 年(2020 年)では植被率

75%，確認率 9.7％，竣工後 4 年(2021 年)では植被率 10%，確認

率 61.3%であった。 本ビオトープの鳥類の主な利用用途は，水

浴びおよび飲用である。そのため，植物により水面を覆われるこ

とで必要な空間を確保できず鳥類が利用しない可能性がある。ま

た，７月に草刈りを行うことで鳥類の利用向上を確認できた。 

５．まとめ 

 水路の草本の状況により，利用する鳥類に影響が生じる可能性

を確認した。特に全長約 30cmのヒヨドリ，キジバトの利用に草

本の有無が影響する可能性を確認した。 
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図２ 7 月植被率と確認率 (全長約 14cm) 

図４ 7 月植被率と確認率(全長約３０cm) 

図３ ２月植被率と確認率(全長約 14cm) 

図５ ２月植被率と確認率(全長約 30cm) 
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